
【23_069技術系メルマガ】『確率と傾向』で戦うのがトレード 
 
 
 
 
〇〇さん 
 
 
こんにちは、クロです。 
 
 
いつも伝えている、『型に沿って一貫したトレードをする』というのはどういうことなのかというと 
 
言い換えれば『勝てる確率の高い値動きを認識したら、それを根拠にトレードする』ということで

す。 
 
 
以前メルマガにも書きましたが（【065】通目参照）、やり方が一貫してればなんでもいいわけでは
なく 
 
充分な検証とテストによって裏付けされた　トータル収支がプラスになる確立の高い型　で一貫し

なければ、意味はありません。 
 
 
ここの点が誤解されやすくもあり、あまりこれを深く言葉にして丁寧に説明している人もなかなか

いないので 
 
こうしてしつこく言語化しているわけです（笑） 
 
 
このあたりに関連するツイートで、相互フォローしているサロンメンバーの興味深いツイ―トがあ
るので紹介しますね。 
 
 
▼参考ツイート▼ 
https://twitter.com/danna_cwp/status/1632587315968380932?s=20 
 
 
 
上手なトレード、分析というとやはり「先の値動きを読めること」とか「勝てるポイントを的確に探せ

ること」だと思われがちです。 
 
 
ですが、何度も言っているようにそれができるのなら、損切りのルールなど作る必要が無くなりま

す。 
 
 

https://twitter.com/danna_cwp/status/1632587315968380932?s=20


『先の値動きがどうなるのかが分からない』からこそ、いつも一貫した根拠を認識したらトレードす

ることを徹底しないといけないし 
 
そのやり方で本当にトータルで勝てるか？を確認するのが、検証とテストなのです。 
 
 
┏┓ 
┗■　〇『確率と傾向』　×『勝てる所探し』​
　└───────────────── 
 
両者の区別は、実感を伴って理解しないと難しいかもしれません。 
 
 
一つ実践として、僕のトレードスタイルを軸として例えるならば、『確率と傾向』で考える分析の場

合 
 
～～ 
 
H1足のグランビルと、H4足以上の空間でエントリー方向（目線）を決め 
 
M5～M5足の収縮MAを抜けた後、プルバックが確認出来たら目線方向にエントリーする。 
 
 
このルールでの勝率は６０％くらい。リスクリワード１：２～３を厳守し、目線と違ったときの損切り

を徹底する。 
 
 
～～ 
 
といったように、値動きを「読む」というよりも、実際の値動きがいつも自分の待ち構えるパターン

と一致するのを待ちかまえるイメージです。 
 
 
一方で、「勝てる（勝てそう）な所を探す」イメージでやる場合どうなるのかというと 
 
テクニカル分析を手段として用いるのは同じなのですが、そこに一貫性はありません。 
 
 
一貫性がなくなる理由は単純で、その場の値動きに対応しようという意識から、先の値動きを読

もうとしてしまうからです。 
 
 
これを、本来の型で一貫してやろうとするのは至難の業というか、恐らく無理です。 
 
 
ですが実際、このようなやり方を「勝つための分析」だと信じて疑わずに取り組んでいる人は 
 



かなり多いのではないでしょうか。 
 
 
そこで僕は、常々アンチテーゼとして『確率的思考』を軸に掲げているような格好になります。皮

肉な話ですが（笑） 
 
 
ですがこの考えは、すっかりサロン内や講座では定着している共通認識となっているように 
 
トレードにおける『トータルで勝つ』という考えを実践するには、「値動きを読む」などという実行不

可能な方法に時間を浪費せず 
 
自分の中で絶対的に信頼できる『型』を武器に、それと相場が噛み合うときを徹底的に狙って収

支結果を積み上げるというものです。 
 
 
そのための下積みに、手間と時間が非常にかかるわけですが、手を抜かずしっかり取り組んで

いきましょう。 


